
認証研修とは認定社会福祉士認証・認定機構に
研修認証申請し、機構が定める基準を満たして
いる研修です。

受講することで、認定社会福祉士の取得に必要な
単位を取ることができます。



地域における生活支援を進めるにあたっては、当事者、家族、地域
住民、民生委員、専門職、行政等、地域の関係者とのネットワーク
を構築することになりますが、その組織化自体に目的があるのでは
なく、「地域を基盤としたソーシャルワークを展開するためのネッ
トワーク構築・活用」という視点が重要となります。地域包括支援
センター職員や関係者の方々が、研修を通じて地域を基盤とする
ソーシャルワーク実践をおこなうために必要となるネットワーク
構築・活用のスキル習得を目指します。

３日間（前期２日間、後期１日）のプログラム
ネットワーク構築・活用の意義や、組織内の合意形成・
関係機関や地区組織とのネットワークの作り方
ネットワークづくりについての実践と振り返り等

地域包括支援センター
ネットワーク実践力養成研修

◆地域包括支援センターや市町村職員
◆社会福祉協議会職員等地域を基盤としたソーシャル
ワークを実践している方
◆居宅介護支援事業所の主任介護支援専門員等地域での
活動を期待されている専門職の方
◆生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）
◆地域づくりコーディネーター、地域生活移行支援コー
ディネーター（障がい者分野）

ソーシャルワーク機能別科目群 地域包括ケア、地域包括支援センター（高齢分野）１単位

内 容

受講対象者



◆障がい当事者の特性理解と認識を深め、地域生活支援を実践する
ための力量の向上を図ります。
◆自立支援協議会の役割や機能の理解を進めることで、社会資源の
開発などについて理解を深めることができます。
◆障がい当事者の理解を深めるとともに、地域生活支援に必要な社
会資源の開発や地域ネットワークの構築などについて理解を深め
ることができます。

３日間（前期１日、後期２日）のプログラム
当事者の地域生活支援の考え方
当事者の声を聴く
声を聴いてサービス等利用計画を作成する
地域ネットワークの構築と社会資源の開発 等

障がい者の地域生活支援研修会

社会福祉士で「障がい福祉分野で働く職員で、自身の
実践事例が提供できる方」

内 容

受講対象者

ソーシャルワーク機能別科目群 地域生活支援と協議会（障害分野）１単位

◆障がい当事者の生の声を聴くことで、その人の思いに
寄り添いながら、社会資源の開発やネットーワークの
構築を考える機会になります。
◆実際に、当事者の声を聴きながら、どのような支援が
必要かを考え、必要に応じて社会資源の拡充や、社会
資源の開発など、社会福祉士として求められる資質の
向上につながります。
◆後半の演習では、事例検討を予定していますので、研
修終了後に事業所でも事例検討の機会の確保にもつな
がります。

メリット



福祉的支援が必要な方の中でも、罪を犯してしまった方の支援には、
更生保護分野の社会福祉士だけではなく、地域で社会復帰に関わる
こととなる支援者にも専門性が必要となってきています。本研修に
より、司法領域に関する基礎的な知識を身につけ、地域福祉の中で
活躍している社会福祉士が、積極的に支援の要になっていくことを
期待します。

２日間のプログラム
司法に関する基礎的知識
刑事司法の概要・手続き
障がい者への取り調べの支援
犯罪の動向・再犯防止の取り組み
受刑者の現状
更生保護の概要
地域定着促進事業
ソーシャルワークの視点（更生支援計画の作成）

リーガルソーシャルワーク研修

福祉的支援が必要な罪を犯した人の支援、犯罪被害者
への支援に関心のある社会福祉士等の専門職

内 容

受講対象者

ソーシャルワーク機能別科目群 司法福祉（共通分野） １単位

◆日頃関わることの少ない職域の方による各講義から
更生保護分野における「基本的な知識とスキル」を学ぶ
ことで、福祉的支援が必要な罪を犯した方や犯罪被害者
への支援に役立ちます。

◆更生支援計画書の必要性を理解し、演習による事例検討
から、作成の要点が学べます。

◆支援者の気づきが、犯罪を未然に防ぐことにつながり
ます。

メリット


